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保
険
者
が
変
わ
っ
て
何
か
特

別
な
手
続
き
が
必
要
で
す
か
？�

　
　
玉
城
町
が
介
護
保
険
の
保
険

者
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民

の
皆
様
方
に
特
別
な
手
続
き
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
は
何
も
あ
り
ま

せ
ん
。
今
ま
で
ど
お
り
継
続
し
て

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
だ
け
ま

す
。�

�

　
　
保
険
料
が
上
が
り
ま
せ
ん
か
？�

　
　
65
歳
以
上
の
方
に
納
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
保
険
料
は
、
17
年

度
中
は
変
更
が
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
し
か
し
、
保
険
料
は
３
年
に
１

度
見
直
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

今
年
が
見
直
し
時
期
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。
玉
城
町
で
は
公
募
に
よ

り
委
嘱
さ
れ
た
３
人
の
委
員
を
含

め
た
20
人
の
委
員
か
ら
な
る
「
玉

城
町
介
護
保
険
推
進
協
議
会
」
に

お
い
て
、
18
年
度
か
ら
の
保
険
料

を
算
定
す
る
基
礎
と
な
る
、
サ
ー

ビ
ス
の
あ
り
方
や
必
要
量
な
ど
の

検
討
を
し
て
い
ま
す
。�

　
※
当
町
の
よ
う
に
、
様
々
な
サ

ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
が
整
っ
て
い

る
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
高
い
地
域
は

保
険
料
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。�

�

　
　
介
護
度
の
判
定
は
ど
こ
で
し

て
も
ら
う
の
？�

　
　
医
療
・
福
祉
・
保
健
の
専
門

家
に
よ
る
認
定
審
査
会
を
玉
城
町

で
設
置
し
ま
す
。
今
ま
で
ど
お
り

迅
速
に
正
確
な
介
護
度
を
決
定
し
、

皆
さ
ん
に
通
知
し
ま
す
。�

�

　
　
介
護
保
険
の
申
請
を
行
っ
た

と
き
、
聞
き
取
り
を
す
る
訪
問
調

査
に
は
誰
が
あ
た
る
の
で
す
か
？�

　
　
看
護
師
の
資
格
を
持
つ
町
の

職
員
で
す
。
地
域
外
の
施
設
入
所

者
の
場
合
な
ど
は
委
託
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
国
の
方
針
で
新

規
の
訪
問
調
査
は
保
険
者
が
責
任

を
持
っ
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。�

�

本
年
11
月
か
ら�

玉
城
町
単
独
で
介
護
保
険
事
業
を
運
営
し
ま
す�

�

介
護
保
険
の
ご
相
談
は
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
（
58
）
７
３
７
３�

　
介
護
保
険
事
業
は
、
平
成
12
年
度
か
ら
、
度
会
I
部
介
護
保
険
事
務
組
合
に
お

い
て
、
玉
城
町
、
二
見
町
、
小
俣
町
、
御
薗
村
の
４
町
村
で
運
営
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
11
月
１
日
、
玉
城
町
を
除
く
３
町
村
が
伊
勢
市
と
合
併
す
る
こ
と
に
伴
い
、

度
会
I
部
介
護
保
険
事
務
組
合
が
解
散
と
な
り
、
玉
城
町
は
単
独
で
介
護
保
険
事

業
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

　
今
後
の
運
営
な
ど
概
略
を
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
ご
紹
介
し
ま
す
。�

�

QAQA

QAQA

玉城病院�

センター位置図�

健康管理センター�

健康管理センター�

地域包括支援センター地域包括支援センター�地域包括支援センター�

入口�
↑�

地域包括支援センター 1（58）7373
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　町議会９月定例会で、「玉城町公の施設の指定管理者

の指定手続き等に関する条例」が制定され、民間事業者

等が公共施設の管理を町に代わって行うことができるよう、

新たに制度を創設しましたのでその概要を説明します。�

　�

　平成15年に地方自治法の一部が改正され、「公の施設」

の管理について、管理委託制度が廃止となり、「指定管理

者制度」が創設されました。�

　これまで、「公の施設」の管理は、町が直接管理運営（直

営）を行うほか、地方自治法の管理委託制度に基づき、

町の出資法人、公共的団体等に限定されていました。こ

れが法改正により、公募により指定された民間事業者や

団体なども、町に代わって管理の代行ができる制度にな

りました。また、町以外には認められなかった使用許可

という行政処分の一部についても、指定管理者に委任で

きるようになりました。�

　今後、この制度を導入することで、民間事業者等のノ

ウハウやアイデアを活用し、各施設でより一層サービス

を向上させることや管理経費を削減することなどが期待

されています。�

＜公の施設とは＞�

　町の条例では町長、教育委員会が所管する公共施設が

これにあたります。アスピア玉城、保健福祉会館、中央

公民館などが対象となります。�

＜制度導入のあらまし＞�

　各施設のあり方やその目指す方向を明らかにしたうえで、

管理方法として指定管理者制度が適正かどうかを十分検

討し、必要に応じて対応します。�

　この中で、町では「公募」だけに依らず、町が出資し

ている法人や公共団体、公共的団体も視野に入れ選定し

ていくことも検討し、指定にあたっては町議会の議決を

得て決定します。�

　また、具体的な施設への制度導入にあたっては、随時、

広報などでお知らせします。�

　詳しくは、町総務チームへお問い合わせください。�

�

公の施設を民間事業者が管理する�

　　　「指定管理者制度」の創設�
�

　
　
介
護
保
険
や
高
齢
者
の
介

護
の
相
談
は
ど
こ
に
す
れ
ば
い

い
の
？�

　
　
来
年
４
月
１
日
か
ら
稼
動

す
る「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
準
備
委
員
会
が
玉
城
病
院
の

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
常
駐

す
る
保
健
師
や
主
任
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
社
会
福
祉
士
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
介
護
保

険
の
要
介
護
認
定
の
申
請
手
続

き
や
、
認
定
結
果
に
関
す
る
ご

質
問
の
窓
口
は
役
場
で
は
な

く
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
が
主
体
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。�

� 

な
お
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

町
生
活
福
祉
チ
ー
ム
、
ま
た

は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
お
願
い
し
ま
す
。�

���

QA

医師 高 木　　 堅�

歯科医師 福 田　幸 弘�

薬剤師会 森 田　敬 三�

学識経験者 中 村　　 功�

費用負担関係者 永 井　清 一�

被保険者（公募） 河 合　重 好�

被保険者（公募） 下 村　朝 子�

被保険者（公募） 小 辻　智 里�

民生委員 田 中　　 敬�

ボランティア 井 上　傳 吉�

食生活改善推進協議会 村 木　圭 子�

入所サービス事業所（特養） 田 中　正 宏�

入所サービス事業所（老健） 中 北　美 弘 �

在宅サービス事業所 森 島　千 里�

在宅サービス事業所 林 　 多喜子�

グループホーム 前 田 いずみ�

医療機関 大 南　友 敬�

行政（総務） 坪 井　信 義�

行政（教育） 松 田　幸 一�

行政（生活福祉） 辻 　　　 誠�

�

【推進協議会委員名簿】� （敬称略）�

地域包括支援センター�
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朝
日
を
い
っ
ぱ
い
に
あ
び
て�

　 

　
元
気
良
く
ラ
ジ
オ
体
操�

　 

　
　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操�

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル�

　 

入
賞
作
品
を
表
彰�
�

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
別
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・

み
ん
な
の
体
操
会
の
公
開
生
放
送

が
９
月
17
日
早
朝
、
お
城
広
場
で

開
か
れ
、
町
民
１
２
０
０
人
が
朝

日
を
い
っ
ぱ
い
に
浴
び
て
元
気
良

く
体
を
動
か
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
体
操
会
は
、
玉
城
町
制
50

周
年
記
念
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
津
放
送
局
開

局
65
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
実

施
し
た
も
の
で
、
午
前
６
時
の
時

報
に
合
わ
せ
開
会
。
中
瀬
町
長
、

湊
玉
城
郵
便
局
長
ら
が
あ
い
さ
つ

し
た
後
、
丸
山
益
生
さ
ん
の
体
操

指
導
、
田
中
省
三
さ
ん
の
ピ
ア
ノ

伴
奏
で
リ
ハ
ー
サ
ル
が
行
わ
れ
午

前
６
時
30
分
、
緊
張
の
な
か
で
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一
放
送
で
の
生

放
送
と
な
り
ま
し
た
。�

„
み
な
さ
ん
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
“の
合
唱
の
あ
と
、
ラ
ジ
オ
体

操
第
１
と
第
２
が
行
わ
れ
10
分
間

オ
ン
エ
ア
さ
れ
ま
し
た
。�

　
会
場
で
は
参
加
者
が
伴
奏
と
指

導
役
の
実
行
委
員
に
な
ら
い
、
気

分
良
く
手
足
を
曲
げ
た
り
、
伸
ば

し
た
り
し
ま
し
た
。�

　
最
後
に
、
奥
山
巡
回
ラ
ジ
オ
体

操
実
行
委
員
会
会
長
か
ら
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
こ
の
日
の
お
礼
の
ほ

か
「
も
う
一
度
、
町
体
育
祭
で
一

緒
に
体
操
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
」
と
体
育
祭
で
の

再
会
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。�

　
伊
勢
交
通
安
全
協
会
玉
城
支
部

（
西
村
博
会
長
）
で
は
、
小
中
学

生
の
夏
休
み
期
間
中
に
募
集
し
た

交
通
安
全
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
表
彰

式
を
９
月
21
日
、
役
場
住
民
ホ
ー

ル
で
開
き
、
応
募
作
品
３
５
８
点

か
ら
選
ば
れ
た
受
賞
者
19
人
に
表

彰
状
を
お
く
り
ま
し
た
。�

　
表
彰
式
で
西
村
会
長
や
同
席
し

た
工
門
伊
勢
警
察
署
交
通
官
は
、

「
伊
勢
管
内
は
交
通
事
故
が
非
常

に
多
い
、
各
所
で
ポ
ス
タ
ー
を
掲

示
し
て
事
故
を
減
ら
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
一
人
ひ
と
り
入
賞

を
称
え
ま
し
た
。�

�

入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

■
中
学
校
の
部�

【
最
優
秀
賞
】
三
浦
功
馬
（
１
年
）�

【
優
秀
賞
】
下
村
　
僚
（
１
年
）�

【
優
良
賞
】
北
奥
理
江
（
１
年
）、

小
牧
水
希
（
１
年
）、
田
畑
直
輝

（
３
年
）、
出
口
彩
佳
（
３
年
）�

■
小
学
校
の
部�

【
最
優
秀
賞
】
見
並
香
奈
（
有
田

小
６
年
）�

【
優
秀
賞
】
井
村
賢
太
（
外
城
田

小
３
年
）、
奥
藤
達
万
（
下
外
城

田
小
４
年
）、
池
山
政
彰
（
下
外

城
田
小
５
年
）、
田
村
雄
希
（
有

田
小
６
年
）�

【
優
良
賞
】
田
端
菜
朝
（
有
田
小

３
年
）、
寺
前
周
弥
（
田
丸
小
３

年
Ｂ
）、
中
西
優
希
（
有
田
小
４
年
）、

飯
嶌
幹
太
（
有
田
小
４
年
）、
池

山
　
智
子
（
下
外
城
田
小
５
年
）、

中
西
麻
純
（
田
丸
小
５
年
Ｂ
）、

牛
江
美
咲
（
有
田
小
６
年
）、
高

橋
ひ
か
り
（
有
田
小
６
年
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）�

�

三浦くん（右）と見並さん�

丸山さんの指導で放送は進められた�

お城広場には�
たくさんの人がつめかけました�
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Mayor 's           Column

　五穀豊穣と申しますが、秋は神嘗の儀を始め祭の

多い季節であります。�

　異常気象の気配ありと申しますが、昔からの決ま

り事のように彼岸花も咲きました。壮快な毎日であ

ります。�

　市町村合併のピークであります。隣市や度会郡で

も新市新町の発足であります。玉城町は当面の合併

を見送りましたが、この際、町の活力を養うための

新しい発想が必要と存じます。�

　さて、地方分権の時代、自立とか自治の意識改革

が大事といわれます。国や県が他の力にばかり頼っ

た自治は許されない時代であります。私は最近感激

したことがございました。�

　玉城町のある区で集会所が台風の被害を受けて倒

壊いたしました。さっそく被害の報告をいただきま

したが、区長さんや地区のみなさんは大変なショッ

クであります。再建したいとの思いから毎日のよう

に協議をいただきました。少ない戸数で大変なこと

であります。何としても集会所を造りたいとの思い

から新築いただくこととなりましたが、補助金のあ

と自己負担が大変であります。どの地区でもよくと

られる手法でありますが、金融機関から一時お借り

して長期返済することになりました。その後のこと

が私は感動したのであります。�

　その後、地区民のみなさんからご意見があり、私

たちの集会所を造るのではないか、地区が自治自立

の意気を出したらどうか、金融機関からの融資もよ

いことであるが、私も少々ならお貸し出来ますよと

の申し出があり、まさに自立自治であります。昨日、

新しく完成をいたしました。�

　素晴らしいことであります。相扶共済の言葉があ

りますが、心も手も皆で協同の理念と存じます。私

も嬉しさのあまり玉城の春秋でお伝え申し上げたい

と思い文としたところであります。ありがとうござ

いました。�

�

�

平成17年10月12日町長室にて�

　　　玉城町長　　　　　　　�

全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
出
場
選
手�

　 

健
闘
を
力
強
く
宣
誓�

�

　
第
17
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大

会
に
出
場
す
る
町
消
防
団
女
性
消

防
隊
の
選
手
７
人
を
励
ま
す
激
励

会
が
９
月
29
日
、
町
保
健
福
祉
会

館
で
行
わ
れ
、
関
係
者
が
見
守
る

中
、
健
闘
を
力
強
く
宣
言
し
ま
し

た
。�

　
激
励
会
に
は
、
町
長
、
消
防
協

会
長
、
三
重
県
消
防
協
会
南
勢
支

会
長
、
伊
勢
市
消
防
本
部
消
防
長

を
は
じ
め
、
近
隣
の
消
防
団
長
ら
、

関
係
者
50
人
が
出
席
し
、
出
場
選

手
を
前
に
次
々
と
励
ま
し
の
言
葉

を
送
り
ま
し
た
。�

　
こ
れ
に
応
え
、
出
場
選
手
の
西

野
千
鶴
隊
長
は
、
「
県
代
表
と
し

て
名
誉
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
が
ん

ば
り
ま
す
」
と
、
力
強
く
宣
誓
し
、

関
係
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
あ
と
、
半
年
に
わ
た
り
訓

練
し
て
き
た
操
法
実
技
を
披
露
し
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
志
気
の
た
か
ぶ

り
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。�

　
大
会
は
、
10
月
20
日
、
横
浜
市

の
横
浜
市
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
す
。
（
結
果
は
次
号
で

報
告
し
ま
す
）�

�

町保健福祉会館前での激励会（９月29日）�

三重県庁前での壮行会（９月21日）�

かんなめ�
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平
成
17
年
第
５
回
玉
城
町
議
会
定
例
会
は
９
月
16
日
、
開
会
さ
れ
、
平
成
16
年
度
一
般
・
特
別
お
よ
び
企
業
会
計
決
算
の
認

定
を
は
じ
め
、
県
下
の
市
町
村
合
併
に
よ
る
統
廃
合
に
伴
う
各
関
係
規
約
の
変
更
、
ま
た
条
例
の
制
定
を
は
じ
め
、
平
成
17
度

各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
、
38
議
案
が
上
程
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

　
最
終
日
に
は
、
議
長
・
副
議
長
・
常
任
委
員
等
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。�

●
平
成
16
年
度
　
一
般
・
特
別
お
よ
び
企
業
会
計
決
算
の
認
定�

●
公
共
施
設
の
指
定
管
理
、
町
介
護
保
険
条
例
等
の
制
定�

●
平
成
17
年
度
　
各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
　
38
議
案
原
案
可
決�

�

平
成
17
年
　
第
５
回
玉
城
町
議
会
定
例
会�

なるほどレポートなるほどレポート�なるほどレポート�

平成17年�
第５回玉城町議会�

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
17
年
度
　

玉
城
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
）�

　
衆
議
院
が
８
月
８
日
解
散
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
８
月
30
日

公
示
、
９
月
11
日
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
衆
議
院
議
員
選
挙

お
よ
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
関
係
費
用
を
補
正
し
た

も
の
で
す
。
た
だ
し
、
た
だ
ち
に
議
会
を
招
集
で
き
な
い
こ
と
か

ら
専
決
処
分
し
、
当
議
会
で
こ
の
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
６
９
０
万
円
追
加
し
、

予
算
総
額
を
39
億
１
１
０
０
万
円
と
し
ま
し
た
。�

�

▼
平
成
16
年
度
玉
城
町�

　
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算�

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算�

　
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算�

　
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算�

　
山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算�

　
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算�

　
病
院
事
業
会
計
決
算�

　
水
道
事
業
会
計
決
算�

　
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
決
算�

　
下
水
道
事
業
会
計
決
算�

　
上
記
の
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
５

〜
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

�

▼
平
成
16
年
度
伊
勢
志
摩
市
町
村
税
等
滞
納
整
理
組
合
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て�

　
同
組
合
が
平
成
17
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
解
散
し
た
こ
と
に
伴

い
、
規
約
に
よ
り
関
係
市
町
村
に
お
い
て
議
会
の
認
定
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
本
議
会
で
認
定
さ
れ
ま

し
た
。�

　
決
算
の
概
要
は
、
歳
入
総
額
６
８
０
３
万
６
２
４
４
円
、
歳
出

総
額
６
５
３
２
万
２
５
０
７
円
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
２
７
１

万
３
７
３
７
円
を
関
係
市
町
村
に
還
付
す
る
決
算
と
し
ま
し
た
。�

▼
玉
城
町
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
等
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て�

　
施
設
の
設
置
目
的
を
効
果
的
に
達
成
す
る
た
め
、
法
人
そ
の
他

の
団
体
で
、
町
が
指
定
す
る
も
の
に
管
理
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
地
方
自
治
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
指
定

管
理
者
の
指
定
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
共
通
す
る
事
項
を
定
め

る
た
め
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
（
詳
細
は
２
ペ
ー
ジ
）�
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なるほどレポート�

▼
玉
城
町
介
護
保
険
条
例
の
制
定
に
つ
い
て�

　
本
年
10
月
31
日
を
も
っ
て
度
会
I
部
介
護
保
険
事
務
組
合
が
解

散
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
玉
城
町
が
保
険
者
と
な
り
事
業
を
継

承
し
て
い
く
た
め
、
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。�

（
こ
れ
に
よ
る
制
度
の
概
要
は
、
１
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）�

▼
玉
城
町
介
護
保
険
特
別
会
計
条
例
の
制
定
に
つ
い
て�

　
介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な
運
営
と
そ
の
経
理
の
適
正
を
図
る
た

め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。�

▼
玉
城
町
介
護
保
険
財
政
調
整
基
金
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て�

　
介
護
保
険
事
業
に
お
い
て
、
財
政
の
健
全
か
つ
弾
力
的
な
運
営

を
図
る
た
め
基
金
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
前
条
と
あ
わ

せ
11
月
１
日
か
ら
の
施
行
と
な
り
ま
す
。�

▼
委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て�

　
保
育
所
に
お
い
て
健
康
診
断
業
務
に
係
る
園
児
一
人
あ
た
り
の

報
酬
を
「
年
額
」
か
ら
「
１
回
あ
た
り
」
に
改
正
し
ま
し
た
。�

▼
玉
城
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て�　
水
防
法
お
よ
び
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防

止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
町

条
例
を
整
備
し
ま
し
た
。�

▼
三
重
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
に
つ
い
て�

　
本
年
10
月
１
日
に
度
会
郡
南
勢
町
お
よ
び
南
島
町
が
合
併
し
、

「
度
会
郡
南
伊
勢
町
」
と
な
る
こ
と
か
ら
、
関
係
町
村
が
三
重
県

市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
か
ら
脱
退
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決

を
求
め
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

▼
三
重
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
増
加
及
び
三
重
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て�

　
「
度
会
郡
南
伊
勢
町
」
が
新
た
に
三
重
県
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
に
加
入
す
る
た
め
、
規
約
を
変
更
し
ま
し
た
。�

▼
三
重
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
に
つ
い
て�

　
本
年
10
月
11
日
に
北
牟
婁
郡
紀
伊
長
島
町
お
よ
び
海
山
町
が
合

併
し
、
「
北
牟
婁
郡
紀
北
町
」
と
な
る
こ
と
か
ら
、
関
係
町
村
お

よ
び
関
係
一
部
事
務
組
合
が
三
重
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

か
ら
脱
退
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

▼
三
重
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
増
加
及
び
三
重
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て�

　
「
北
牟
婁
郡
紀
北
町
」
が
新
た
に
三
重
県
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
に
加
入
す
る
た
め
、
規
約
を
変
更
し
ま
し
た
。�

▼
三
重
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
に
つ
い
て�

　
本
年
11
月
１
日
に
度
会
郡
二
見
町
、
小
俣
町
お
よ
び
御
薗
村
と

伊
勢
市
が
合
併
し
「
伊
勢
市
」
に
、
ま
た
、
南
牟
婁
郡
紀
和
町
が

熊
野
市
と
合
併
し
「
熊
野
市
」
と
な
る
こ
と
か
ら
、
関
係
町
村
が

三
重
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
か
ら
脱
退
す
る
た
め
、
規
約

を
変
更
し
ま
し
た
。�

▼
三
重
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
増
加
及
び
三
重
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て�

　
「
伊
勢
市
」
が
旧
３
町
村
の
職
員
の
退
職
手
当
の
支
給
に
関
す

る
事
務
を
引
続
き
共
同
処
理
す
る
た
め
、
新
た
に
三
重
県
市
町
村

職
員
退
職
手
当
組
合
に
加
入
す
る
こ
と
に
伴
い
、
規
約
を
変
更
し

ま
し
た
。�

▼
度
会
郡
公
平
委
員
会
を
共
同
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

減
少
に
つ
い
て�

　
市
町
村
合
併
に
よ
り
度
会
郡
二
見
町
、
小
俣
町
お
よ
び
御
薗
村

が
、
度
会
郡
公
平
委
員
会
か
ら
脱
退
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を�

�

�

●玉城中学校の教育事業にと、

城東中学校第７回卒業生一同様

から９万５０００円をお寄せい

ただきました。�
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なるほどレポートなるほどレポート�なるほどレポート�

平成17年�
第５回玉城町議会�

求
め
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

▼
度
会
郡
公
平
委
員
会
を
共
同
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

増
加
及
び
度
会
郡
公
平
委
員
会
規
約
の
変
更
に
つ
い
て�

　
度
会
広
域
連
合
が
新
た
に
度
会
郡
公
平
委
員
会
に
加
入
す
る
た

め
、
規
約
を
変
更
し
ま
し
た
。�

▼
玉
城
町
と
伊
勢
市
と
の
間
に
お
け
る
消
防
事
務
の
委
託
に
関
す

る
規
約
の
廃
止
に
係
る
協
議
に
つ
い
て�

　
伊
勢
市
、
度
会
郡
二
見
町
、
小
俣
町
お
よ
び
御
薗
村
が
合
併
す

る
た
め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
規
約
を
廃
止
し
ま
し
た
。�

▼
玉
城
町
と
伊
勢
市
と
の
間
に
お
け
る
消
防
事
務
の
委
託
に
係
る

協
議
に
つ
い
て�

　
消
防
事
務
を
合
併
後
の
伊
勢
市
に
委
託
す
る
た
め
、
地
方
自
治

法
の
規
定
に
よ
り
議
会
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。�

▼
度
会
郡
町
村
老
人
福
祉
施
設
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
減
少
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て�

　
南
勢
町
と
南
島
町
が
合
併
し
、
「
南
伊
勢
町
」
と
な
る
こ
と
か
ら

関
係
町
村
の
長
が
構
成
員
と
な
る
組
合
議
員
の
定
数
を
「
８
名
」
か

ら
「
７
名
」
に
改
め
、
規
約
の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。�

▼
度
会
郡
町
村
老
人
福
祉
施
設
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
減
少
及
び
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
並
び
に
規
約
の
変

更
に
つ
い
て�

　
小
俣
町
、
二
見
町
お
よ
び
御
薗
村
が
「
伊
勢
市
」
と
な
る
た
め

規
約
の
変
更
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。�

　
変
更
の
主
な
も
の
は
、
名
称
を
「
わ
た
ら
い
老
人
福
祉
施
設
組
合
」

と
改
め
、
構
成
市
町
村
を
「
伊
勢
市
・
玉
城
町
・
度
会
町
・
大
紀

町
・
南
伊
勢
町
」
の
５
市
町
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
組
合
の
共
同

処
理
す
る
事
務
に
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
事
務
を
加
え
ま
し
た
。�

▼
伊
勢
広
域
環
境
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

及
び
伊
勢
広
域
環
境
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て�

　
小
俣
町
、
二
見
町
お
よ
び
御
薗
村
が「
伊
勢
市
」と
な
る
た
め
、

規
約
を
変
更
し
ま
し
た
。�

　
変
更
の
主
な
も
の
は
、
構
成
市
町
村
を
「
伊
勢
市
・
明
和
町
・

玉
城
町
・
度
会
町
」
の
４
市
町
に
改
め
、
組
合
議
会
の
議
員
定
数

を
合
併
後
の
伊
勢
市
を
10
名
と
し
、
総
定
数
を
16
名
と
し
ま
し
た
。�

▼
度
会
I
部
介
護
保
険
事
務
組
合
と
玉
城
町
と
の
間
に
お
け
る
介

護
保
険
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
約
の
廃
止
に
つ
い
て�

　
当
事
務
組
合
が
解
散
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り

規
約
を
廃
止
し
ま
し
た
。�

▼
平
成
17
年
度
　
玉
城
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算�

　
度
会
I
部
介
護
保
険
事
務
組
合
の
解
散
に
伴
い
、
町
単
独
の
予

算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
17
年
度

度
会
I
部
介
護
保
険
事
務
組
合
の
当
初
予
算
で
計
上
し
て
い
る
予

算
額
お
よ
び
算
出
根
拠
を
基
に
、
11
月
か
ら
３
月
ま
で
の
５
カ
月

分
を
計
上
し
ま
し
た
。�

　
歳
入
歳
出
と
も
に
３
億
５
９
０
４
万
４
０
０
０
円
と
し
て
い
ま
す
。�

▼
平
成
17
年
度
　
玉
城
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）�

　
今
回
の
補
正
の
主
な
も
の
は�

▽
総
務
費
：
蚊
野
駐
在
所
移
転
に
伴
う
用
地
の
取
得
費
の
計
上�

▽
民
生
費
：
介
護
保
険
事
業
に
伴
う
費
用
お
よ
び
地
域
包
括
支
援  �

セ
ン
タ
ー
設
立
の
た
め
の
費
用
の
計
上�

▽
農
林
水
産
費
お
よ
び
土
木
費
で
は
、
各
種
事
業
費
用
を
増
額�

▽
教
育
費
：
町
史
資
料
集
発
行
に
伴
う
印
刷
製
本
費
な
ど
を
計
上�

▽
諸
支
出
金
：
地
域
再
生
計
画
に
よ
る
事
業
費
増
に
伴
う
公
共
下

水
道
事
業
会
計
繰
出
金
の
増
額�

　
こ
の
他
、
各
科
目
に
お
い
て
必
要
額
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の
補
正
を
計
上
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
に
対
す
る
歳
入
は
、
町
税
で
企
業
業
績
を
反
映
し
た
法
人

税
の
増
額
、
地
方
交
付
税
で
普
通
交
付
税
の
決
定
に
伴
う
増
額
、

国
庫
支
出
金
で
地
域
再
生
計
画
の
認
定
に
伴
う
汚
水
処
理
施
設
整

備
交
付
金
の
新
規
計
上
な
ど
が
増
額
さ
れ
て
い
ま
す
。�

�
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こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
１
億
９
３
１
０
万
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
41
億
４
１
０
万
円
と
し
ま
し
た
。�

▼
平
成
17
年
度
　
玉
城
町
山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算�

（
第
１
号
）�

　
管
理
運
営
費
お
よ
び
予
備
費
の
増
額
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
に
39
万
１
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
６
２
０
９
万
１

０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。�

▼
平
成
17
年
度
　
玉
城
町
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算�

（
第
１
号
）�

　
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、
収
益
的
収
支
の
収
入
で
４
万
１
０

０
０
円
を
増
額
し
総
額
１
億
８
３
６
万
円
に
、
支
出
で
委
託
料
、

修
繕
費
の
増
額
と
給
与
費
の
減
額
で
差
し
引
き
１
６
８
万
８
０
０

０
円
を
減
額
し
総
額
１
億
６
９
７
万
円
と
し
ま
し
た
。�

　
資
本
的
収
支
の
収
入
で
企
業
債
、
補
助
金
の
増
額
な
ど
２
億
４
千

３
７
２
万
円
を
増
額
し
、
そ
の
同
額
を
支
出
で
建
設
改
良
費
の
増
額

に
あ
て
、
総
額
を
５
億
１
２
８
７
万
１
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。�

▼
平
成
17
年
度
　
玉
城
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）�

　
農
業
集
落
排
水
事
業
岩
出
、
中
角
地
区
に
お
い
て
委
託
料
の
減

額
、
工
事
請
負
費
の
増
額
と
、
三
郷
・
昼
田
地
区
に
お
い
て
工
事

請
負
費
、
補
償
費
等
を
増
額
補
正
を
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
５
９
２
６
万
８
０
０
０
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
２
億
79

万
円
と
し
ま
し
た
。�

�

【
追
加
議
案
】�

�

▼
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て�

　
小
林
一
則
氏
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
奥
野
　
忠
氏
を
監
査
委
員

と
し
て
推
薦
し
同
意
さ
れ
た
も
の
で
す
。�

　
本
議
会
に
お
い
て
、
議
長
・
副
議
長
・
常
任
委
員
等
が
改
選
さ

れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　
　
（
敬
称
略
）�

議
　
長
　
　
　
　
　
淺
野
　
仁�

副
議
長
　
　
　
　
　
野
口
　
繁�

●
常
任
委
員
会
（
◎
は
委
員
長
　
○
副
委
員
長
）�

【
総
務
財
政
委
員
会
】�

◎
小
林
一
則
　
　
○
東
谷
富
雄
　
　
浅
野
　
仁�

　
川
西
元
行
　
　
　
風
口
　
尚�

【
教
育
民
生
委
員
会
】�

◎
池
之
山
公
一
　
○
奥
野
　
忠
　
　
鈴
木
加
奈
子�

　
世
古
欽
史
　
　
　
前
川
　
夫�

【
産
業
建
設
委
員
会
】�

◎
中
野
　
勇
　
　
○
高
木
市
郎
　
　
小
林
　
豊�

　
森
本
美
三
男
　
　
野
口
　
繁�

▼
議
会
運
営
委
員
会�

◎
奥
野
　
忠
　
　
○
東
谷
富
雄
　
　
小
林
一
則�

　
池
之
山
公
一
　
　
中
野
　
勇
　
　
高
木
市
郎�

▼
伊
勢
広
域
環
境
組
合
議
会
議
員�

　
川
西
元
行
　
　
　
中
野
　
勇�

▼
菊
狭
間
環
境
整
備
施
設
組
合
議
会
議
員�

　
東
谷
富
雄
　
　
　
奥
野
　
忠�

▼
伊
勢
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会
議
員�

　
高
木
市
郎
　
　
　
風
口
　
尚�

▼
度
会
I
部
介
護
保
険
事
務
組
合
議
会
議
員�

　
鈴
木
加
奈
子
　
　
池
之
山
公
一�

▼
町
営
住
宅
選
考
委
員
会
委
員�

　
鈴
木
加
奈
子
　
　
野
口
　
繁�

▼
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員�

　
前
川
　
夫
　
　
森
本
美
三
男�

▼
都
市
計
画
審
議
会
委
員�

　
世
古
欽
史
　
　
小
林
　
豊
　
　
小
林
一
則�

▼
老
人
ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
評
価
委
員
会
委
員�

　
池
之
山
公
一�

��

�

【平成16年度 会計別決算】�

【�病院事業会計�】�
●�収益的収支�

（�単位　円�）�

収　入� 640,898,493

支　出� 638,126,060

収　入� 864,980,000

支　出� 981,726,708

●�資本的収支�

【�水道事業会計�】�
●�収益的収支�

収　入� 312,488,645

支　出� 226,015,664

収　入� 182,155,876

支　出� 447,673,792

●�資本的収支�

【�介護老人保健施設事業会計�】�
●�収益的収支�

収　入� 300,661,346

支　出� 323,157,871

収　入� 240,073

支　出� 10,371,871

●�資本的収支�

【�下水道事業会計�】�
●�収益的収支�

収　入� 108,553,979

支　出� 152,533,845

収　入� 469,475,000

支　出� 445,476,082

●�資本的収支�
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平
成
16
年
度（
平
成
16
年
４
月
１
日
〜
17
年
３
月
31
日
）の
一
般
・
特
別
お
よ
び
企
業
会
計
の
決
算
が
、
町
議
会
９
月
定

例
会
に
上
程
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

　
決
算
総
額
は
、
一
般
・
特
別
会
計
あ
わ
せ
、
歳
入
が
71
億
２
４
９
万
９
４
４
円
、
歳
出
が
69
億
６
８
２
６
万
６
１
１
５

円
と
な
り
ま
し
た
。�

　
そ
こ
で
、
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
一
般
会
計
の
決
算
を
中
心
に
そ
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

平
成
16
年
度
　
決
算�

なるほどレポートなるほどレポート�なるほどレポート�

�
平成16年度決算�

H16H12

H13

25

30

35

40

45

50

55

60
億円�

4,712,206�

4,571,148

4,887,688�

4,682,943

4,812,669�

4,551,214

4,555,904�

4,338,223

5,176,572�

4,960,480

H14
H15

歳入�

歳出�

単位：年度・千円（千円未満四捨五入）�

●
玉
城
病
院
改
築
工
事
へ
の
繰
り
出
し�

●
梅
が
お
か
児
童
館
の
建
設
　
な
ど
を
実
施�

�

　
平
成
16
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
は
、
「
経
済
財
政
運
営

と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
２
０
０
３
」
を
踏
ま
え
、
国
と

歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
歳
出
改
革
の
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と

と
し
、
引
き
続
き
一
般
会
計
歳
出
全
体
に
つ
い
て
、
徹
底
し
た
見

直
し
を
行
い
、
歳
出
の
抑
制
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。�

　
最
近
の
景
気
や
雇
用
情
勢
が
緩
や
か
な
回
復
を
見
る
中
で
、
町

税
の
伸
び
が
あ
る
一
方
、
制
度
見
直
し
に
よ
る
地
方
交
付
税
は
減

額
傾
向
に
あ
り
、
16
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
構
成
を
見
て
も
町
税

が
42
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
る
な
か
地
方
交
付
税
は
14
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
完
成
し
た
玉
城
病
院
改
築
工
事
に
伴
う
病

院
事
業
会
計
へ
の
繰
り
出
し
、
減
税
補
て
ん
債
の
償
還
金
な
ど
を

増
加
し
ま
し
た
が
、
少
子
化
対
策
と
し
て
外
城
田
地
区
へ
の
梅
が

お
か
児
童
館
の
建
設
の
ほ
か
、
玉
城
中
学
校
校
舎
の
空
調
、
耐
震

設
計
委
託
、
ま
た
町
制
50
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
町
史
下
巻
な

ど
の
発
行
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
歳
入
総
額
47
億
１
２
２
０
万
６
３

６
９
円
に
対
し
、
歳
出
総
額
は
45
億
７
１
１
４
万
８
１
３
２
円
と

な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
１
億
４
１
０
５
万
８
２
３
７
円
と
な

り
ま
し
た
。�

　
こ
の
う
ち
、
翌
年
度
に
繰
越
す
繰
越
明
許
費
お
よ
び
基
金
繰
入

を
行
い
５
５
９
５
万
３
２
３
７
円
を
翌
年
度
に
繰
越
す
決
算
と
し

ま
し
た
。�

�

（
平
成
16
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
提
案
理
由
か

ら
抜
粋
）�

�

【
メ
モ
】�

◆
減
税
補
て
ん
債�

　
国
の
減
税
政
策
に
よ
り
個
人
住
民
税
の
減
税
が
実
施
さ
れ

た
場
合
、
そ
の
減
収
額
を
埋
め
る
た
め
に
借
り
入
れ
す
る
地

方
債
を
い
い
ま
す
。�

　
今
回
の
場
合
は
、
平
成
７
・
８
年
度
に
借
り
入
れ
た
２
億

２
４
１
０
万
円
を
一
括
返
済
し
た
も
の
で
す
。�

�

【過去5年間の一般会計決算の推移】�
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【平成16年度 会計別決算】�
　　　　会計区分 　　　  歳　　入 　　　  歳　　出 　　　差　引　額�

 ●一般会計 4,712,206,369 4,571,148,132 141,058,237�

 ●特別会計   �

　国民健康保険 1,049,795,666 1,013,972,046 35,823,620�

　住宅新築資金等貸付事業 7,052,137 40,957,703 －33,905,566�

　老人保健 939,891,758 951,871,198 －11,979,440�

　山村振興事業 67,664,071 66,486,093 1,177,978�

　農業集落排水事業 325,880,943 323,830,943 2,050,000�

　　　　　  計 7,102,490,944 6,968,266,115 134,224,829

町民税の内訳�
個人　 480,045千円�

法人　 491,773千円�

民生費�

1,262,829千円　  27.6%

労働費　　 22,160千円�
災害復旧費  4,765千円�
予備費  0円�

公債費�

733,664千円  16.1%

歳出決算�歳出決算�

歳出決算�歳出決算�（普通会計性質別）�

（款別）�

（款別）�

農林水産費 �

161,376千円  3.5%

議会費�

73,222千円  1.6%

商工費�

51,665千円  1.1%

その他　26,925千円　0.6%

土木費 �

395,936千円  8.7%

総務費�

468,266千円  10.3% 諸支出金 �

504,826千円  11.0%

衛生費 �

321,288千円  7.0%

教育費 �

390,398千円  8.5%

消防費 �

180,753千円  4.0%

使用料及手数料 　　32,726千円�
利子割交付金 16,520千円�
ゴルフ場利用税交付金 10,247千円�
株式等譲渡所得割交付金 3,649千円�
配当割交付金 3,395千円�
交通安全対策特別交付金 2,578千円�
寄附金 1,408千円�
国有提供施設等交付金 587千円�

町税�

2,000,227千円　42.4%

歳入決算�歳入決算� 繰入金 �
97,580千円  2.1%

諸収入 �

95,773千円  2.0%

国庫支出金 �

181,347千円  3.8%

分担金及負担金�

147,543千円  3.1%

地方消費税交付金�

139,412千円  3.0%

地方譲与税�

122,403千円  2.6%

繰越金�

118,745千円  2.5%

地方特例交付金�

103,515千円  2.2%

県支出金 �

210,127千円  4.5%

地方交付税�

635,670千円　13.5%

歳入合計　4,712,206,369円�

歳出合計　4,571,148,132円�

町債�

644,200千円　13.7%

町税の内訳�

16年度性質別決算額　4,397,519千円�

●投資的経費�
　道路等基盤整備や学校などの公共施設の整�
　備に要する経費�
●人件費�
�議員等報酬、給料、職員手当など�
●扶助費�
�各種法令に基づき支給される社会保障経費�

財産収入�

78,226千円  1.7%
自動車取得税交付金�

66,328千円  1.4%

�

（単位：円）�

扶助費�
268,190千円 6.1%

補助費等�
997,019千円 22.7%

積立金�
2,189千円 0.0%

繰出金�
276,624千円 6.3%

維持補修費�

22,389千円 0.5%公債費�
519,771千円 11.8%

投資的経費 �

551,818千円 12.5%

人件費�

 1,079,535千円 24.5%
物件費�

 658,684千円 15.0%

投資及び出資金・貸付金�

 21,300千円 0.5%

そ
の
他
の
内
訳�

町民税 �
971,818千円  48.6%

軽自動車税　�
30,346千円  1.5%

たばこ税�
　91,291千円  4.6%

入湯税�
13,674千円  0.7%

固定資産税�
　893,098千円  44.6%
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平
成
16
年
度
の
決
算
が
町
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
町
制
50
周
年
記
念
事
業
の
準
備
経
費
、
少
子
化
対

策
の
一
環
と
し
て
子
育
て
支
援
事
業
や
安
心
し
て
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
児
童
館
の
建
設
、
玉
城
中
学
校
校
舎
の

耐
震
補
強
を
行
う
た
め
の
設
計
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
減
収
を
補
う
た
め
借
り
入
れ
た
地
方
債
の
一
括
返
済
や
、
道
路
の
維
持
、
消
防
防
災
、
福
祉
環
境
と
い
っ
た
多
方

面
で
必
要
と
な
る
経
費
な
ど
を
含
め
、
全
会
計
で
約
69
億
７
０
０
０
万
円
の
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
平
成
16
年
度
の
決
算
の
な
か
で
、
一
般
会
計
に
み
る
主
な
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。�

平
成
16
年
度
に
こ
ん
な
事
業
を
行
い
ま
し
た�

【総務チーム】�

事　業　名�
�

町制50周年�
記念事業経費�

�
�

ケーブルテレビ事業�
�
�
�

広域消防委託経費�
�
�

元金経費�
�
�

利子経費�

決算額 �
�

1,500�
�
�
�

6,306�
�
�
�

158,673�
�
�

625,696�
�
�

107,968

施　策　の　成　果�

町制施行50周年記念式典の開催準備経
費。まごころと手作りに心がけ、職員
の総出でのもてなし。（来賓：243人）�

「たまきチャンネル」の番組制作、ホ
ームターミナル補助金。�
・委託制作費：1,871千円�
・ホームターミナル補助金：1,142千円�

消防活動、救急活動を伊勢広域消防本
部へ委託し消防防災の維持・安定を図
った。�

平成７年度・平成８年度の減税補てん
債の一括償還（２億2,410万円）があり、
通常の年度より多くなっている。�

（単位：千円）�

【税務住民チーム】�

事　業　名�
�

戸籍コンピュータ化�
事業�
�

住民基本台帳�
ネットワークシステム�

事業費�

決算額 �
�

4,876�
�
�
�

3,250�
�

戸籍事務の効率化、省略化、正確性・
安全性の確保を図り、迅速かつ正確な
窓口サービスの促進に努めた。�

町管理の住民基本４情報を国県の機関
等と共有することにより、住民サービ
スの向上と行政の効率化を図った。�

施　策　の　成　果�

地方債の残高は、約48億4,209万円で、
前年度より1,850万円増加している。�

町史と史料集�

梅がおか児童館� 町制50周年式典�
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【生活福祉チーム】�

事　業　名�
�
�

保育所各種保育事業
�

�
�

外城田児童館建設事業�
�
�
�

保健衛生総務費事業 �
�
�

決算額 �
�
�

429,583�

�
�

50,648�
�
�
�

187,852

施　策　の　成　果�

・児童保育事業　　　　（入所児童数　　639人　Ｈ17.3.31現在）�
・延長保育推進事業　　（平均利用者数　179人/月）�
・障害児保育事業　　　（障害児　　　     11人）�
・乳児保育促進等事業　（０歳児童数　　  18人　Ｈ17.3.31現在）　�

少子化対策の一環として、学童保育や母親サークル等の子育て支援事業に積極的に取
り組み、安心して生み育てられる環境づくりのため、外城田地区に児童館を建設した。�

【農林商工チーム】�

事　業　名�
�

町単農道整備事業�
�
�

県営関連事業 �
�
�

決算額 �
�

19,393�
�
�

33,255

施　策　の　成　果�

農道舗装整備を施工し、営農の向上を図った。勝田地内、山神地内、原地内�
農業用排水路の整備工事を施工し、施設の補修保全と水利用の向上を図った。佐田地
内、松ヶ原地内、勝田地内�

県営玉城南部農道、県営ふるさと農道、県営幹線水利施設補修事業、経営体育成基盤
整備事業の負担金。�

【産業建設チーム】�

事　業　名�
�
�

道路維持修繕事業�

�
�

道路新設�
改良町単事業�

�
地方道路整備�
交付金事業�
中楽朝久田線�

新田町・妙法寺地区土地�
区画整理事業組合設立�
認可申請書等作成業務�

決算額 �
�
�

81,928�

�
�

59,207�
�
�
�

37,631
�
�
�

16,905

施　策　の　成　果�

住民生活に密着した生活環境基盤整備として、通行に支障がある箇所の舗装及び道路
の側溝整備等を行った。（概要）�
舗装工事　６路線　側溝補修工事　19路線�
道路補修工事　　１箇所　　防護柵設置工事　１路線　など�

住民生活に密着した道路の拡幅を行うことにより、道路機能の改善、生活環境基盤の
整備を進めた。（概要）道路改良工事　　４路線�
用地買収、支障物件補償、測量設計ほか�

県道鳥羽松阪線から県道田丸停車場斎明線へのアクセス道路、幅員が狭小で乗用車の
相互通行もできないため、国の補助事業により道路整備を進めている。（概要）用地
買収、支障物件補償　　７件�

昨年度に引き続き組合設立認可申請作業を行った。（概要）�
定款（案）及び諸規定（案）の作成、農業委員会等意見聴取申請書、移転物件調査、
道路設計、整地設計、排水及び用水計画、公園緑地設計作成など。�

【教育チーム】�
事　業　名�

�

玉城中学校耐震�
補強及び改築工事�
実施設計委託業務�

�
�

玉城中学校空調防音�
工事実施設計委託業務�

�
町史編纂事業�

決算額 �
�
�

4,295�
�
�
�

8,610�
�
�

17,590

施　策　の　成　果�

玉城中学校の耐震補強を行うため設計を行った。（耐震補強工事は文部科学省の補助
事業）�
＜工事概要（予定）＞�
・ブレース12ヶ所、RC壁４ヶ所、RC袖壁２ヶ所を補強。�
・バリアフリー化するため、エレベーターの設置、トイレの改修、外部階段の改修、
　屋上パラペットを改修。�

防衛庁の補助を受け、玉城中学校普通教室及び特別教室に空調設備を設置するための
設計を行った。�

玉城町史下巻発行　規格　A５版　1140頁　発行部数　2000冊�
玉城町史　近世史料集第１巻発行　規格　A５版　755頁　発行部数　500冊　�

・菊狭間環境整備施設組合負担金（玉城・明和・小俣町で構成、ごみ収集）�
　　55,108千円�
・伊勢広域環境組合負担金（1市5町1村で構成、ごみ処理・し尿処理・斎場）�
　　125,296千円�
・一次救急医療委託料　在宅当番制業務を度会郡医師会に委託し、休日及び夜間の一
　次救急医療体制を図った。�
　　3,198千円　など�
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ボランティアだより�
町社会福祉協議会　ボランティアセンター�

 1（58）6915
�
�
■はな♪はな♪おはなし会�
　絵本や紙芝居の読み語り、手遊びなどをしていま

す。�

＜11月のおはなし会＞�

▼日　時　11月15日（火）午前10時30分～11時�
▼場　所　町保健福祉会館　研修室�
▼対象者　０,１,２,３歳児（未就園児）�
�
■すいすいキッズ　カラフルらいおん�
▼日　時　11月９日（水）�
▼時　間　午前10時30分～11時30分�
▼場　所　町保健福祉会館　�
▼内　容　ミニミニ運動会�
　詳しくは、町ボランティアセンターへお問い合わ

せください。�

�

■「玉城おはなしキャラバン」11月の予定�
▼日程　11月２日（水）・９日（水）�
　　▼時間　午後４時～４時30分　�
　　▼会場　さくら児童館�
▼日程　11月16日（水）・30日（水）�
　　▼時間　午後３時30分～４時�
　　▼会場　梅がおか児童館�
　詳しくは、ボランティア代表の飯田啓子さん �

1（58）4600へお問い合わせください。�

�

■子育て教育相談�
　子どもの発達上の悩みや人とのかかわり、問題行

動など、日頃の子育ての中で感じる小さな悩みから

専門的なことまで相談に応じます。�

▼日　時　11月16日（水）（毎月第３水曜）�
　　　　　午前10時～正午�

▼場　所　町保健福祉会館�
▼相談員　池山　哲也　氏�
　申し込みは不要です。�

�

■介護者のつどい（ホッとサークル）�
　在宅で高齢者や障害のある方の介護をされている

介護者のみなさん、介護の中で感じたことを共有し

ながら、一緒におしゃべりしませんか。「この時間

を通じて、がんばりすぎない介護を目指しましょう。�

▼日　時　11月９日（水）（毎月第２水曜）�
　　　　　午後１時～３時�

▼場　所　町保健福祉会館�
▼内　容　ハーブティーと手品で癒しの時間を作り
　　　　　ましょう。�

　参加費、申し込みは不要です。お気軽にお越しく

ださい。いずれも、詳しくは町社会福祉協議会へお

問い合わせください。�

�

C
h
ec

k!!

町社会福祉協議会だより�
町社会福祉協議会　1（58）6915

保健師保健師だよだより�保健師だより� 保健福祉会館 1（58）8000

■かみかみ教室……………………11月８日（火）�

▼時間　午前10時20分～正午�
▼内容　離乳食の中期・後期の献立と試食など�
▼対象　６カ月～１歳未満のお子さんとその保
　　　　護者�

※ご希望の人は町保健福祉会館へお申し込みく

　ださい。�

�

■ぱくぱく教室……………………11月30日（水）�

▼時間　午前10時30分～正午�
▼場所　町保健福祉会館�
▼内容　幼児食の簡単な実習と試食�
▼対象　１歳６カ月～２歳６カ月までのお子さ
　　　　　んを持つ保護者（定員15人）�

▼料金　１００円（材料費）�
▼持ち物　エプロン、三角巾�
�

＊ご希望の人は町保健福祉会館へお申し込みく

　ださい。�

�
＜お詫び＞�
高齢者インフルエンザ予防接種�
実施医療機関一部訂正�
�

　本紙10月号で、高齢者インフルエンザ予防接種

実施医療機関一覧のなかに、「山田赤十字病院」

を掲載していますが、今年度は当病院の外来にお

いてインフルエンザの予防接種は実施しませんの

で訂正し、お詫びします。�

�
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　取引や証明に使用するはかりは、２年に一度検査

が必要です。このため、三重県計量検定所では次の

とおり定期検査を実施します。�

▼日　時　11月24日（木）午前10時～午後３時�
▼場　所　町保健福祉会館�
▼手数料　計量器の種類や能力によって異なります�
▼対象となる計量器�
　商店などの商品売買用�

　病院・薬局などの調剤用�

　病院・学校などの体重測定用�

　生産者の生産物販売・出荷用�

　運送・宅配業者などの貨物運賃算出用�

　なお、この定期検査までに、計量士による「代検

査」を受けた場合検査免除になります。�

　また、検査を受けなかった場合は、県計量検定所

へ計量器を持参し、検査を受けていただくことにな

ります。�

　詳しくは、県計量検定所　1 059（223）5071、

または、町農林商工チームへお問い合わせください。�

�

C
h
ec

k!!

はかりの検査を受けましょう�
町農林商工チーム　1（58）8204

C
h
ec

k!!

あなたも舞台で踊ってみませんか！？�
ちびっこダンスサポーター募集！�
親子ふれあいコンサート実行委員会　1（58）8000

　親子で楽しい時間をすごしていただこうと、一昨

年から笑顔いっぱいコンサート、親子あそびコンサ

ートに取り組んできました。今回、第３弾として、

来年２月18日（土）に「明日も笑顔でいきましょう in 

玉城 子育て講演＆親子コンサート」を企画していま

す。�

　そのコンサートを盛り上げるちびっこダンスサポ

ーターを次のように募集します。�

★対　象　者　４歳児から小学生（20人程度）�
★ダンス曲　♪きっとできる�
　　　　　　♪輝け！ぼくらのハブラシマン�

コンサートの舞台で一緒に踊りませんか？　多数の

ご参加お待ちしています。�

　練習日など詳しくは、町保健福祉会館　親子ふれ

あいコンサート実行委員会まで。募集締め切りは11

月末日です。�

▼日時　来年２月18日（土）�
　　　　開場　午後１時　開演　午後１時30分�
▼場所　町立玉城中学校　体育館�
▼出演　中西  実さん　中山  讓さん�
▼内容　子育てについての講演と、楽しい親子�
　　　　コンサートで構成されるイベントです。�
詳しくは、来月広報たまきでお知らせします。�

保健師だより�

■国民年金保険料の年末調整・確定申告の申告方法
がかわります�
　平成17年分の所得税などの年末調整の申告から、

国民年金保険料を計上する場合は、「社会保険料（国

民年金保険料）控除証明書」や「領収証書」の添付

が必要になります！�

　今後、毎年11月上旬頃、社会保険庁から「社会保

険料（国民年金保険料）控除証明書」が送付されま

す。申告を行うまで大切に保管してください。�

　詳しくは、町生活福祉チームへお問い合わせくだ

さい。�

　�

C
h
ec

k!!

年金だより�
伊勢社会保険事務所　1（27）3600

 明日も笑顔でいきましょう in 玉城�
　  子育て講演＆親子コンサート�
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　阪神・淡路大震災で問題になった木造住宅ですが、

その倒壊率は古い住宅ほど高く、老朽化や耐震壁の

少なさ、配置などのバランスの悪さが倒壊の原因です。

また倒壊した住宅の大半は昭和56年以前の木造住宅

でした。�

　昭和56年以前の建物は現行法の建物に比べ、強度

が不足しています。50年以内に80％の確率でおこる

と予想される東南海地震の被害を受けないためにも、

「耐震診断」を受けてください。�

▼対象住宅　昭和56年５月31日以前に建築された木
造住宅で階数が２階以下、延べ面積300m2以下�

▼費　　用　無料�
▼診断内容　町が委託する耐震診断者による現地調
査（聞き取りおよび間取り、床下・天井裏などの確認）。

調査は、立会の上、１～２時間程度。確認申請の書類、

設計図面などの資料があれば、精度の高い診断がで

きます。�

　その他、詳しくは、町建設チームへお問い合わせ

ください。�
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木造住宅耐震診断を受付中�
町建設チーム　1（58）8205

�

　自衛隊では、次のように自衛官を募集します。�

▼募集種目�
　1２等陸・海・空士（男子）�

　2自衛隊生徒（陸・海・空）�

▼資　　格�
　118歳以上27歳未満の男子�

　2中卒（見込含）17歳未満の男子�

▼受付期間�
　1～17年12月10日（土）まで�

　217年11月１日（火）～18年１月10日（火）�

▼試験期日�
　117年12月11日（日）�

　2１次：18年１月14日（土）�

　　２次：18年１月27日～30日の間に指定する１日�

▼合格発表�
　1試験日にお知らせします�

　2１次：18年１月14日（土）�

　　最終合格：18年２月21日（火）�

▼お問い合わせ・資料請求先�
　自衛隊三重地方連絡部　伊勢募集事務所�

　〒516-0017　伊勢市神久２-１-58　角屋ビル２Ｆ�

　電話／FAX 0596-23-3880�

　URL http://www.mie.plo.go.jp/
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自衛官募集�
自衛隊三重地方連絡部　伊勢募集事務所�

　1（23）3880
コンピュータ操作でお困りの人ご利用ください�

▼日時　毎週月・水�

　　　　午前10時～午後４時�

▼場所　中央公民館�

�

ＩＴサポートセンター�
�
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第10回なるほど・なっとくセミナー�
県科学技術振興センター　10593（29）3620

　県科学技術振興センターでは、社会を支える科学

技術の中からテーマを選び、科学への関心を高めて

いただくセミナーを開催しています。�

▼日　時　12月３日（土）　午後１時30分～４時�
▼場　所　県松阪庁舎（松阪市高町）�
▼テーマ�
　1三重特産野菜の機能性と安全性について�

　2アサリが水をきれいにする�

▼参加費　無料�
　なお、参加には申し込みが必要です。11月24日（木）

までにお申し込みください。�

　お申込み、お問い合わせは、

県科学技術振興センターへ

お願いします。�

�
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地震防災講演会を開催�

▼日時　11月12日（土）午後６時30分～８時�
▼場所　町保健福祉会館　ふれあいホール�
▼内容 「巨大地震に備える～自分の身の守り方」�
　　　（耐震化、家具の固定についての具体的な話し）�

　　　　講師：三重大学災害対策プロジェクト室�

　　　　　　　助教授　川口　淳氏�

　その他、詳しくは、町総務チームへお問い合わせ

ください。�

町総務チーム　1（58）8200
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クレジット・サラ金など�
無料相談会開催�

三重県司法書士会　松阪支部　鈴木�
　10598（23）4638

 「新・伊勢市」合併を記念し、共催事業として、地

域や性別、年齢、職業などを超えた友情の輪が広が

ることを願い、ベートーヴェンの「第九（歓喜の歌）」

を伊勢志摩周辺地域の音楽愛好家が集い、大合唱す

るコンサートです。�

▼日　時　12月25日（日）　午後２時開演�
▼場　所　伊勢市観光文化会館�
▼入場料　前売り券 1,500円　当日券 1,800円�
　その他、詳しくは、伊勢市観光文化会館（冨田さん）

へお問い合わせください。�
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伊勢・志摩第九コンサート開催�
伊勢志摩第九を歌う実行委員会　1（28）5105

　県営大仏山公園で次のようにオータムフェスティ

バルを開催します。�

▼日　時　11月６日（日）　�
　　　　　午前９時30分～午後３時3０分�

▼場　所　県営大仏山公園　野球場など�
▼内　容　太鼓演奏、武術太極拳、フリーマーケッ
　　　　　トなど�

　詳しくは、南勢志摩県民局　伊勢建設部へお問い

合わせください。�
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大仏山公園オータムフェスティバル開催�
南勢志摩県民局　伊勢建設部　1（27）5295

町内版２�広域版１�

　介護予防・高齢者筋力向上トレーニング事業の一

環として、専用のトレーニングマシンを利用して集

団で体を動かす教室です。高齢者でも、体が動きに

くくて体力に自信がない人でも安心して使えます。�

＜参加できる人＞�
＊65歳以上の人で、最近、足腰が弱って歩きにくい

　と感じている人�

＊週２回３カ月間通える人�

　　いずれも満たしている人が対象となります。�

▼募集期限　11月20日（日）まで�
　申し込みなど、詳しくは、町在宅介護支援センター

（ケアハイツ玉城）へお問い合わせください。�

�

�

�

�

�

�

�
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体力づくり教室に参加してみませんか�
町在宅介護支援センター　　1（58）8822

　三重県最低賃金は、現行の「時間額668円」から「時

間額671円」に改定決定することになりました。�

　実施は10月１日（効力発生日）から、三重県内で

働くアルバイトやパート労働者を含む全ての労働者

に適用されます。�

　詳しくは、三重労働局労働基準部賃金室へお問い

合わせください。�

�
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三重県最低賃金が「時間額671円」に�
三重労働局労働基準部賃金室　109（226）2108

　サラ金などの多重債務に悩んでおられるみなさん

を対象に、司法書士による無料相談会を開催します。�

▼日　時　11月17日（木）午後５時30分～８時30分�
▼場　所　松阪市産業振興センター２階�
　　　　（松阪市本町）�

　詳しくは、三重県司法書士松阪支部　鈴木さん、

または安川さん 1 0598（21）3755へお問い合わせ

ください。�

�

体力づくりサポートボランティアを募集しています!!�

�
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f rom Ok inawa Tamagusuku V i l l age

沖縄�

カジマヤー祝　村長らが訪問�

くらしの情報�くらしの情報�くらしの情報�
広域版２�

1111

　９月26日（火）玉城村内に居住する新百歳長寿

者とカジマヤー祝（97歳）の該当者のお宅に慶祝

訪問が行われました。�

　当日は、大城晃玉城村長と福祉年金課長、担当

者が該当者宅へ訪問し、記念品等の贈呈を行いま

した。�

　訪問先では、おじいちゃん、おばあちゃんを子

や孫が囲み、みんなで長寿を喜びました。�

　今年、玉城村内で新百歳を迎えられる方は３名、

カジマヤーを迎えられる方は７名いらっしゃいま

した。�

�

県立度会養護学校（度会町大野木）�

　児童・生徒の作品展示をはじめ、ＰＴＡバザー、

模擬店などが催されます。�

▼日　時　11月12日（土）�
　　　　　午前９時15分～午後２時20分�

　詳しくは、度会養護学校文化祭実行委員会　1（62）

0562へお問い合わせください。�

�

県立養護学校玉城わかば学園（玉城町宮古）�

 「元気と笑顔で手をつなごう」をテーマに、わかば

祭が開催されます。�

▼日　時　11月19日（土）午前９時40分～午後２時�
　詳しくは、玉城わかば学園 1（58）3597へお問い

合わせください。�

�

社会福祉法人　伊勢亀鈴会（玉城町宮古）�

　宮の里・南勢ワークセンター　福祉の杜まつり�

▼日　時　　11月13日（日）午前10時～午後３時�
　防災をテーマに災害救助犬、介助犬、はしご車搭

乗体験、など�

　詳しくは、宮の里 1（58）5030へお問い合わせく

ださい。�

�
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福祉イベント�
県立養護学校など文化祭開催�
�

　毎月第４木曜日は専門医や保健師による心の健康

相談開催日です。�

【11月の相談日】�
▼日　時　11月24日（木）　午後１時～３時�
▼場　所　伊勢庁舎（ヘルスサポート室）�
▼内　容　個人面接相談�
※ 電話での事前の予約が必要です。�

※ 秘密は厳守しますから安心してご相談ください。�
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心の健康相談のお知らせ�
南勢志摩県民局保健福祉部　1（27）5148

大城村長から一人ひとりにお祝が送られました�
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�

�

�

　ケーブルテレビ「たまきチャンネル」を活かした

地域情報は、「防災無線」による広報情報、広報紙

の「広報たまき」などと同様に重要な情報媒体にな

っています。�

　また、当チャンネルは、これらの使命と役割の位

置付けを充分認識し、多種多様化する住民サービス

の向上をめざし、みなさんと共に造り上げるコミュ

ニティチャンネルに成長してまいりました。�

　しかし、ケーブルテレビが持つ、社会性、公共性

の意義を再認識するとき、健全な発展、維持の面か

ら、堅実に無理のない制作体制をとることが大切で、

継続してみなさまに情報をお届けすることが第一で

あると考えています。�

　そこで、10月中旬から、番組を一部改編してお届

けしています。今後、流動的な部分もあり、みなさ

んにご迷惑をおかけすることもありますが、引き続

き行政チャンネルとしてその使命を果たしていくよ

う努力してまいりますので何卒ご理解ご協力をお願

いします。�

　なお、これまで掲載していました「番組予定表」

は随時、番組やインターネット「みんなの広場」内

でお知らせしますので参考にしてください。�

�

�

�

�

�

　ケーブルテレビ「たまきチャンネル」（10ch）

では、撮影、編集など番組づくりをお手伝いい

ただける人を募集しています。�

　詳しくは、町総務チームへお気軽にお問い合

わせください。�

�

�

�

�

�

�

�

　９月に入り、暑さも少しずつ和らぎ、子どもたち

は運動会に向けて、かけっこをしたり、リズム遊び

をしたり、リレーをしたりと、毎日元気に生活して

います。�

　みんなで心を合わせて楽しんだ後、園庭で自由な

遊びを楽しむのは、子どもたちにとって楽しみなひ

と時です。�

　｢先生、見て｣｢きれいやろ｣「光ってきたよ」と、

一生懸命丸めて、つやが出てきた泥団子を見せてく

れたり、「おった。とったよ。大きいバッタや！」

と園庭内の芝生山でバッタとりをしたりと、あちら

こちらから子どもたちの元気な声が飛び交っています。�

　外城田保育所の芝生山は、子どもたちにとって最

高の遊び場所で、芝生の上を滑り降りたり、昇った

りと、いつまでもあきずに遊んでいられる素敵な場

所です。�

　また、運動会に向け、走ったり踊ったりして、体

を動かすことが益々楽しくなってきたことから、ど

の年齢も外遊びが盛んになり、ブランコ、鉄棒、登

り棒、手渡り、滑り台など、いろんな遊具で活発に

遊んでいます。未満児組も砂場で遊んだり、お散歩

に出かけたりと、さわやかな心地よい秋風に吹かれ

ながら、自然との触れ合いを思いっきり楽しんでい

ます。�

「たまきチャンネル」改編について�

町総務チーム 1（58）8200

ケーブルテレビ「たまきチャンネル」�

�ス タ ッ フ 募 集 �

保育所の行事と活動�
保育所で行われた�
楽しい行事や活動をお知らせします�

楽しいね！　　　　　　　　　外城田保育所�

�

町立保育所�
園庭開放のご案内�

日時　11月16日　第３水曜日　午前中　�

場所　各町立保育所�

お問い合わせは、それぞれの保育所へお願いします。�

�

▼
�

▼
�

砂場で楽しく遊ぶ子どもたち�
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■玉城町役場�
�
●総務チーム�
●税務住民チーム�
●生活福祉チーム�
●上下水道チーム�
●建設チーム�
●農林商工チーム�
●出納室�
●議会事務局�
●教育委員会（村山龍平記念館）�
●青少年電話相談�
■病院老健チーム�
　玉城病院�
　介護老人保健施設ケアハイツ玉城�
　・介護老人保健施設�
　・訪問看護ステーション�
　・訪問介護�
　・在宅介護支援センター�
　・居宅介護支援事業所�
■地域包括支援センター�
■保健福祉会館�
■社会福祉協議会�
　　社会福祉協議会�
　　在宅介護支援センター�
　　居宅介護支援事業所�
　　夢工房たまき�
■中央公民館�
■青少年相談センター�
■アスピア玉城　　�
　　玉城ふれあいの館�
　　ふるさと味工房�
■さくら児童館�
■梅がおか児童館�

　58 - 8200�
　58 - 4494�
　58 - 8200�
　58 - 8201�
　58 - 8203�
　58 - 8207�
　58 - 8205�
　58 - 8204�
　58 - 8210�
　58 - 8211�
　58 - 8212�
　58 - 4108�
�
　58 - 3039�
�
　58 - 3770�
　58 - 8117�
　58 - 8117�
　58 - 8822�
　58 - 7373�
　58 - 7373�
　58 - 8000�
�
　58 - 6915�
　58 - 8181�
　58 - 6915�
　58 - 7696�
　58 - 6331�
　58 - 4108�
�
　58 - 8800�
　58 - 8686�
　58 - 8527�
　58 - 8345

休日・夜間当直室�
158-8213

第391号　平成17年11月号�
編集：広報たまき編集委員会�
発行：玉城町役場総務チーム�

〒519-0495　三重県度会郡玉城町田丸114-2�
TEL 0596-58-8200  FAX 0596-58-4494 �
Home Page  http://www.town.tamaki.mie.jp�

e-mail  info@town.tamaki.mie.jp
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◆人の動き（平成17年10月１日現在）�
●人口　15,012人（－15人）�
●男　　  7,324人（－２人）�
●女　　  7,688人（－13人）�
●世帯数　4,683世帯（＋６世帯）�
（　）は９月１日以降の増減�

今　月　の　表　紙�

November 2005
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11月２日（水）・16日（水）�
時間　午前９時30分～11時30分�
場所　町保健福祉会館　健康相談室�
内容　血圧測定、検尿など�

健康相談�

時間　午後１時30分～４時�
場所　町保健福祉会館�
相談員　下村久・谷口惠津子�
お問い合わせは、町生活福祉チームへ�

毎月20日は介護相談の日�

11月10日（木）�
       24日（木）�
場所　町保健福祉会館�
対象　生後２カ月～保育所入所までの�
　　　お子さん�
内容　身体計測、離乳食（栄養）や�
　　　子育て全般に関する相談�
＊母子健康手帳をお持ちください�
�

乳幼児相談�

毎週　木曜日�
時間　午前10時～午後３時�

電話（５８）４１０８�
�
お問い合わせは、町教育委員会へ�

青少年電話相談�

11月16日（水）�
受付時間　午後１時～１時20分�
場所　町保健福祉会館　�
対象　平成16年４月１日～５月31日�
　　　生まれのお子さん、�
　　　または前回未受診の人�
＊該当児には個人通知いたします�
�

１歳６カ月児健康診査�

場所　梅がおか児童館�
�

場所　さくら児童館�
時間　午前10時30分～11時30分�
内容　お母さんたちの交流、�
　　　情報交換、自由遊びなど�

にこにこサロン�

町税など納期のお知らせ�

11月10日（木）・30日（水）�
時間　午後１時～３時�
場所　町保健福祉会館�
相談員　行政相談員および民生委員�
お問い合わせは、町社会福祉協議会へ�
�

●国民健康保険料（第８期）�

●介護保険料（第８期）�

　 　　11月30日（水）�

お問い合わせは、町生活福祉チームへ�

町税などの納期は、期限を守って�
必ず納めてください。納期は次の�
とおりです�

ヨ　イ　オ　ヤ�

　この秋も青空の下で運動会が行われました。

表紙は有田保育所の様子。子どもたちにはた

くましさがみなぎっています。�

行政・心配ごと相談�
�
�

11月21日（月）・28日（月）�
12月5日（月）�
時間　午前10時～11時30分�
場所　町保健福祉会館　健康相談室�
対象　40歳以上の人�
内容　指体操、簡単なストレッチ�
　　　体操など�

いきいきクラブ�

表紙撮影：広報たまき編集委員会　上村幸弘�

11月７日・14日・21日・28日（各月曜日）�

11月2日・9日・16日・30日（各水曜日）�

場所　玉城町役場庁舎�
時間　午後２時30分～４時�

献血�

11月24日（木）�

午前10時～正午�

午前10時～午後３時�

たまきっこひろば�

秋をみつけよう（梅がおか児童館）�
�

クリスマスのかざりをつくろう（さくら児童館）�
時間　午前10時30分～11時30分�
対象　保育所入所までのお子さんと�
　　　その保護者�
お問い合わせは、さくら児童館へ�
�

11月１日（火）�

11月25日（金）�

12月２日（金）�
クリスマスのかざりをつくろう�
場所　町保健福祉会館�
時間　10時30分～11時30分�
お問い合わせは、保健福祉会館へ�
�
�

０.１ひろば�
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